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一
人
一
人
が
生
涯
健
康
な
生
活

を
送
る
た
め
に
、
食
育
は
重
要
な

取
り
組
み
で
す
。

　

毎
日
の
食
事
の
時
間
を
家
族
や

仲
間
と
大
切
に
過
ご
す
こ
と
。
食

べ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
の
挨
拶
を
す
る
こ

と
。
会
話
を
楽
し
み
、
温
か
い
食

卓
を
囲
む
こ
と
。
こ
れ
ら
が
家
庭

で
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
食
育
で
す
。

■
地
元
の
野
菜
を
食
べ
よ
う

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
物
を
地
元

で
消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
は
食

育
の
中
で
も
重
要
な
柱
で
す
。
身

近
な
場
所
で
収
穫
さ
れ
た
食
材
を

使
う
こ
と
は
、
新
鮮
で
安
全
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

食
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
も
本
市
産
の
農
産

物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
地
産

地
消
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
家
庭
で
で
き
る
地
産
地
消

　

本
市
は
数
多
く
の
農
産
物
が
生

産
さ
れ
、
農
業
産
出
額
が
県
内
市

町
村
で
１
位
の
農
業
都
市
で
す
。

　

身
近
な
地
域
で
ど
の
よ
う
な
食

材
が
採
れ
る
か
を
知
り
、
食
材
を

購
入
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
地

場
産
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
使
っ
た
食
材
に
つ
い
て
家

族
で
楽
し
く
会
話
し
ま
し
ょ
う
。

　投票所入場券は３連の折りたたみ式で圧着ハガキ（シー
リングメール）となっており、１通に４人分の入場券を表示。
両面を開いて、入場券をミシン目に沿って切り離し、投票
所へ持参してください。有権者が５人以上の世帯へは、複
数のハガキが郵送されます。入場券を紛失した場合には投
票所で再発行しますので、投票所係員に申し出てください。

入場券は世帯ごとに郵送

食育を推進します

　

食
育
と
は
、
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
食
に
関
す

る
知
識
や
、
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
生
命
力
を
は
ぐ
く
む
土
台
で
あ
り
、
知
識
を
育
て
る
「
知

育
」、
心
を
育
て
る
「
徳
育
」、
体
を
育
て
る
「
体
育
」の
基
礎
と
な
り

ま
す
。
本
市
と
高
崎
市
は
連
携
し
て
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　地元で採れた田口菜を使った調理実習を行いまし
た。ここで使用した田口菜はエコクラブのメンバー
が種から育て、収穫した物。地区の食生活改善推進
員が健康面を考えながらメニューを作成しています。
チャーハンや野菜スープ、蒸しパンなどすべての料
理に採れたての田口菜を使用し、みんなで協力して
一生懸命に取り組みました。
　このように農作物を自分たちで育て、収穫し、調
理することによって、地元の食材を理解し、愛着を
持つことができます。また「食文化」を学び、次の
世代へ語り継いでいくことも食育の取り組みです。

●子どもたちの声
「野菜がいろいろな形で切れて楽しかった」
「自分で採ってきて刻んだ田口菜の蒸しパンがおい
しかった」

地産地消の取り組み
なんきつ子どもエコクラブ

スローガン ｢食卓で笑顔と健康育てよう｣

７
月
３
日
㈰
は
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
。
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
、
必

ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
選
挙
の
日
程

告
示
日
＝
６
月
16
日
㈭

投
票
日
＝
７
月
３
日
㈰

■
投
票
時
間
・
投
票
所

時
間
＝
午
前
７
時
～
午
後
７
時（
三

夜
沢
赤
城
神
社
氏
子
会
館
、
西
大

河
原
集
落
セ
ン
タ
ー
、
大
洞
区
公

民
館
は
午
後
６
時
ま
で
）

投
票
所
＝
市
内
１
０
１
カ
所

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
３
年
７
月
４
日
以
前
生
ま

れ
で
、
こ
と
し
３
月
15
日
以
前
か

ら
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き

続
き
記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

■
転
居
し
た
人

◦
市
内
で
住
所
を
移
し
た
人

　

６
月
３
日
以
降
に
転
居
の
届
け

出
を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
市
外
へ
転
出
し
た
人

　

投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
県
内
転
出
者

は
、
市
町
村
長
が
発
行
す
る
「
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」

か
「
住
民
票
の
写
し
」
を
提
示
す

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

■
代
理
投
票

　

体
が
不
自
由
で
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
わ
っ
て
記
載
し
、
投
票
で

き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
人
は
点
字
で
投

票
で
き
ま
す
。
点
字
投
票
用
紙
と

点
字
器
を
用
意
し
ま
す
。
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　

市
内
16
カ
所
に
期
日
前
投
票
所

を
開
設
し
ま
す
。
投
票
日
当
日
、

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け

な
い
場
合
、
宣
誓
書
に
記
入
し
、

あ
ら
か
じ
め
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
病
院
な
ど
で
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
、
老
人
・
身
体
障

害
者
施
設
な
ど
に
入
院
・
入
所
中

の
人
は
、
施
設
内
で
投
票
で
き
ま

す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な

重
度
の
障
害
の
あ
る
人
に
は
自
宅

で
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
き
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
前
も

っ
て
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
の
請
求
期
限
＝
６
月
29

日
㈬

■
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

　

投
票
す
る
資
格
が
あ
っ
て
市
外

に
滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
す
る
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
本
市

か
滞
在
す
る
市
区
町
村
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

未
来
を
築
く
一
票

７
月
３
日
㈰
は
群
馬
県
知
事
選
挙

問
い
合
わ
せ
は　

 

健
康
増
進
課 

☎
２
２
０
―
５
７
８
３

前橋 高崎 連携事業

問
い
合
わ
せ
は

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
８
９
８
―
６
７
４
２

群馬県優秀・髙橋琴乃さんの作品


